
令和７年度 学校評価 自己評価表（最終評価）         令和８年２月１６日現在       安芸太田町立加計中学校 

学校教育目標 高い志を持ち、地域に貢献し、主体的に生きる生徒の育成 めざす生徒像 ・互いのよさや違いを認め合い、共に伸びる生徒  ・人のためになる行動ができる生徒  ・学びを生かし、他者と協力し、目標に向かって挑戦し続ける生徒 

※達成度（％）＝達成値÷目標値×１００   ※評価  ４：１００％以上（目標以上達成できている）   ３：８０％以上（目標を概ね達成できている）   ２：６０％以上（目標をやや達成できていない）  １：６０％未満（目標を達成できていない）  〔項目の最低値で評価する〕 

中期  
経営目標  

短期経営目標  目標達成のための具体的方策 評 価 指 標 目標値 
中間 
達成値 

中間 
達成度 

中間 
評価 

最終 
達成値 

最終 
達成度 

最終 
評価 

○成果 
●課題 

「高い志」
の基盤とな
る広い視野
を持つため
に 

・基本的生活習慣の確立 

・基盤となる基礎学力の

定着 

・ＩＣＴ環境の積極的活

用 

・生活習慣（起床・就寝、学習開始時刻：

3 点固定）の確立 
・３点固定ができている生徒の割合 80 65.8 82 

1 

58.3 73 

１ 

●最も肯定的な回答をした生徒の割合は約 11％と中間報告時の約 5.3％から上

昇傾向にある。 

○期間を決めた取組を実施することで、３点固定への意識が向上した。 

・家庭学習の習慣化と自主学習ノート

（継続ノート）の内容充実 （学習時間

週 10 時間以上、毎日 60 分以上） 

・家庭学習に主体的に取り組む生徒の

割合 
80 42.1 53 63.9 80 

○毎トレノートや継続ノートなど、多くの生徒が丁寧に取り組んでいる。 

○学習タイムで、e ライブラリによる学習が家庭学習につながっている様子は見

られた。 

●家庭学習の質を高めていく必要を感じる。 

・課題解決に向けて順序だてて見通す

力の育成と変容の見取り 

・「標準学力調査」の分析による個人ス

コアの向上 
80 － － 27.2 34 

●第２学年の標準学力調査の結果から、昨年度よりスコアが上昇した生徒は各教

科で数名みられたが、学年全体で上昇した教科はなかった。 

●目標時間以上、家庭学習に取り組んでいる生徒の割合は 44.4％。 

・教科指導等におけるＩＣＴ活用（学習

の見取りと振り返り） 

・見取りにＩCT を効果的に活用した職

員の割合 
90 100 111 90.0 100 

○評価回数に差はあるが、多くの先生が ICT 機器を使い、評価をすることで、事

前と事後の比較や振り返りの共有の行いやすさを感じている。 

・「主体的･対話的で深い

学び」の実践 

・グローバル・マインド

の育成 

・協調学習（主体的･対話的で深い学び）

の充実 

・「自分の意見を表現できる」自己評価

の肯定的割合 
80 71.1 89 

3 

66.6 83 

3 

○中間に比べ数値の低下は見られるが、協調学習や各教科の取組による効果は大

きい。今後も主体的・対話的で深い学びになるよう、実践を続けていく。 

・「学びに向かう力・人間性等」の重点

的指導 

・「資質・能力」の自己評価の肯定的割

合 
85 81.6 96 77.8 92 

●肯定的な回答をした生徒の割合は、中間報告時より約３％減。総合的な学習の

時間における資質・能力について、俯瞰的に自己の学びを評価することができた

ことが要因と考える。 

・様々な体験・交流活動による包摂性と

多様性、社会貢献意識の向上 

・授業実践による生徒の変容に関する

アンケート調査等の肯定的割合 
90 100 111 82.2 91 

●後半は地域の活動だけでなく、自己の将来の在り方について焦点をあてた取組

が多くなったため、数値の減少が見られたと考える。 

○第３学年では、地域の課題について、自分たちにできることは何かを考えた取

組を年間通して行うことで、地域に貢献する意識の向上を図ることができた。 

地域に貢献
するために 

・就学前から高校までの

連携教育 

・地域との連携 

・防災、防犯教育を通し

た地域連携 

・保育所、こども園、小学校との交流活

動及び連携（協調学習、学校行事、生徒

指導等） 

・加計小との連携行事 ～後輩を育て

ようとする肯定的割合 
90 － － 

3 

100 111 

４ 

○小中連携の一貫として 12月 22 日に小６体験入学を実施。２年生が中心とな

り、実際の中学校生活の紹介や一緒に部活動体験を行った。また、数学科が小学

校乗り入れ授業を行うなど、連携教育を推進している。 

・加計高校との連携型中高一貫教育（合

同学校行事、進路指導、キャリア教育等） 

・加計高校との連携行事～加計高生の

良さを認める肯定的割合 
90 86.6 96 91.7 102 

○2 月 6 日（金）に行われた、「加計高発！探究活動発表会」では、商品開発や

空き家の活用、国際交流など、加計高校の取組について興味関心を深めることが

できた。また、これからの総合的な学習の時間の取組に活かしていきたいと答え

る生徒も多く、生徒の学びにつながった。 

・地域や関係機関との連携による地域

貢献活動の実践（地域と連携した活動を

年 10 回以上実施） 

・地域に貢献する活動 ～自己有用感

の向上肯定的割合 
90 92.3 10３ 92.3 103 

○数値の変化はないが、第３学年において、安芸太田町の課題を解決する活動を

通して、町に貢献したいという意識の向上が見られた。 

主体的に生
きるために 

・生徒の主体的活動の充

実 

・生徒会活動の充実 

・キャリア教育の充実 

・健康教育の充実、体力

づくり 

・「加計中六訓」と「無言掃除」の実践 ・無言掃除の充実感 90 84.2 9４ 

１ 

86.1 96 

２ 

○「加計中六訓」を意識した取組を継続。生徒主体で取り組む姿が見られる。 

●「加計中六訓」学期ごとで重点的に取り組むことなどができていない。 

○環境委員会の取組で、「模範となる清掃」を表彰した。無言清掃だけでなく、

自分たちで清掃活動をよりよくする姿が見られる。 

・生徒指導の４視点による行事や体験

活動の充実 

・学校行事や体験活動後の生徒アンケ

ートの満足度や達成度等の割合 
90 90.0 100 91.4 102 

○多くの行事を上級生中心に取り組み、個々の役割を果たし、学校全体で行事を

成功させた。校外での体験学習を通し、生徒は豊かな心を育むことができた。 

●自己肯定感が低い生徒が多いことが課題である。多くの生徒が「やればでき

る」という成功体験を今後も増やしていきたい。 

・中高連携教育の推進（オープンスクー

ル、進路説明会） 

・加計高校からの進路に係る情報提供

の満足度 
90 77.8 86 100 111 

○年間を通じて連携の機会を設け、随時進路に係る情報共有を密にしている。今

年度から始めた 1，2 年生向けの進路説明会は高評価であった。 

・健康で安全な生活を送るための指導

の充実（外部講師を年５回以上招聘） 

・外部講師、機関と連携した学習で理解

できた生徒 
90 95.0 10６ 87.3 97 

○外部講師を招いた学習をカリキュラムに位置付け、計画的に実施している。生

徒は外部講師を招聘している目的を理解し、有用性を感じている。 

・体育的行事や部活動の内容の工夫 

・体力テストの結果の向上 

（総合得点が昨年以上の生徒） 

１月：前回の数値以上の記録項目数 

80 23.8 30 47.8 60 

○５月末に体力テストを実施した。経年比較ができた 21名中５名は総合得点が

昨年以上。８種目中４種目以上で結果の向上がみられた生徒は７名である。 

○新人戦では卓球女子個人、バレーボール男子が県新人大会に出場する。 

○体力テストを冬季に実施したが、半数近くの項目で数値の向上が見られた。 

●保健体育の授業の中で、体力テストを少しずつ再実施し、向上を図っていく。 

働き方改革 
・職員のウェルビーイン

グと働きがいのある職場

づくり 

・教職員の学びの環境づくり（芸北支所

学校文化アンケート項目の意識化） 

・校務 DXの推進 

・学習の見取りで ICT を活用 

・学校文化アンケート結果の改善（17

項目中 10 項目以上）（校内毎学期実施） 
90 

90.0 100 

3 

80.0 89 

３ 

●管内比較から、学校目標の意識、教員間の交流と授業改善、業務改善を向上さ

せたい。 

●ライフワークバランスのアンケート肯定的回答率 66.7%（昨年度 81.8％）。

成績締切、進路関係の影響で低下と考えている。働きがい（やりがいと充実感）

の肯定的回答低下の原因でもあると考える。（昨年度 81.8％） 
・職員の働きがい 肯定的割合（90％） 84.6 94 80.0 89 


